
목 차◁ ▷

1. 緖 言

사적 배경과 간행 동기2.

숙종 년본과의 차이점3. 28

4. 結 言

참고문헌< >



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯

표 숙종 년본 면장수 구성< 1> 39璿源系譜紀略｢ ｣



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣

￮



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯

￮



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣

표 의 자녀 및 손자 외손자< 2> (14 11 )宣祖 男 女



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯

표 숙종 년본 의 수록범위< 3> 39 ' ’璿源系譜紀略 璿源系譜紀略 各卷｢ ｣



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯

표 숙종 년본에 대비한 숙종 년본의 판각 변화< 4> 28 39



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣



33 (2006. 6)書誌學硏究 第 輯

참고문헌< >



39璿源系譜紀略 肅宗 年本考｢ ｣




